






以上の結果から 213ID では「そけいヘルニア」「斜頸」が,213IH では「そけいヘルニア」「斜

頸」「色素性母斑」「先天性股関節脱臼」が,322CA では「そけいヘルニア」「先天性股関節

脱臼」が目立って多い。しかしながら,これら疾病は診断上問題のあることが多く,それだ

けで薬剤と先天異常との関係をむすびつけることはできない。一つだけ色素性母斑と利尿

剤との関係でやや関連がありそうな数を得たが,今後,動物実験などを含めた検討が必要で

あろう。 

女性ホルモン剤と先天異常との関係は,1973年Levyらにより指摘されてから注目されてき

ているが,今日では,両者の因果関係はないとされている。 

女性ホルモンと先天異常に関する検討は,昨年度行ない,報告書に記してあるので,今回は

省略した。 


